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28.「 地主的職能の調整」[瓧 會政策時報]229(1939)([朝 鮮農政の課題])
29.「 朝鮮農業の強靭性と脆弱性」[朝 鮮行政]1940.10.([朝 鮮農政の課題])
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33.「 朝鮮農業に於ける増産政策の新展開」[農 業 と經濟]8-5(1941)([朝 鮮農政の課題])
34.「 農…村再編成潮 課題」[朝 鮮]330(1942.11.)([朝 鮮農政の課題])
35.「 朝鮮不在地主論」[朝 鮮]343(1943.12.)
36.「 農民經營の零細性」[朝 鮮]343(1943.12)
37.「 生産力擴充政策の展望」[丕 旭]1943.12([朝 鮮農政の課題])
38.「 自作農地の生産力」[朝 鮮總督府調査月報]1944雇5題
39.「 開拓政策の諸問題」,[朝 鮮農i會報]18-9,10(1944)
40.「 零細化 と土地問題」([朝 鮮農政の課題])
41.「 農民移出の必然性」([朝 鮮農政の課題])
42.「 巨大地主の農民支配」([朝 鮮農政の課題])
43.「 農業機構の再編成」([朝 鮮農政の課題])
44.「 厭農思想に就て」([朝 鮮農政の課題])
45.「 朝鮮農業 釧 展望」[京 城大學報]67194?
46.「 亞米利加農村瓧會潮 子丕」(飜 譯)[朝 鮮]1944
47.「 ウネの經濟性について一二つの[佐 賀段階」[農業と經濟]20-11(1954)
48.「 零細專業 と零細兼業」,[農 業 と經濟]24-12(1958)
49.「 農業地域に關する文獻 目録」,(農 林省農業技術研究所土地利用剖,1960).
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要 旨
本論文は、 日帝期に小作官をつ とめた久間健一の農業論を通 じ、 日帝の植民地朝鮮農政
の矛盾を明らかにす ることに目的がある。 日本愛媛県の出身の久間は、1910年 代朝鮮に渡
り水原農林学校を卒業 し、種苗場道技手から社会生活の第一歩を踏み出した。1926-29年
水原農林学校助教授を経て、1933-44年 忠清道 ・黄海道等の小作官をつとめ、朝鮮農業の
現実 と植民地農政の矛盾を肌身を通して切実に経験 した人物である。久間は、また このよ
うな自身の経験を土台に、朝鮮農業問題にかかわ り数十篇の論文を三冊の著書 を刊行 して
もいる。 しかし、第二著 となったr朝 鮮農政の課題』は出版直後に販売禁止 となり、久間
は公職を追われ、不幸なかたちで公職生活を終えた人物でもあった。
平凡な農政官僚 として15年 間朝鮮農村の一線で久間が見て感じ綴 った文のいかなる部
分が総督府の逆鱗に触れたのか。本論文は、まさにこの点を出発点 とし、その実体は他で
もない植民地農政それ自体の矛盾にあるとの結論に到達 した。
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